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研究者交流 /○若手長期派遣 (どちらかに○) 共同研究整理番号：R4 

用務 CTA 小口径望遠鏡カメラの開発に関する研究滞在 

用務地・用務先・日程 
ハイデルベルク（ドイツ）・マックスプランク核物理学研究所・

2025/2/8 - 3/9 

研究成果内容 (研究成果論文リストもあわせて添付してください)： 

 

本派遣では、DMNet の連携機関でもあるマックスプランク核物理学研究所（MPIK）に長期滞在し、CTA

小口径望遠鏡の装置開発を現地研究者および指導学生（M2 河原﨑琉）と合同で進めた。現地でプロトタ

イプの焦点面カメラの組立試験を行ない、半導体光検出器の取り付け作業を行なう上での問題点の洗い

出し、実際にカメラ筐体に組み込んだ上での性能評価、またソフトウェアの習得を行なった。 

 本派遣にいたるまでの 2 年間にわたり、本派遣で使用した小口径望遠鏡の半導体光検出器の性能評価

を修士学生と進めてきた。派遣の前ではあるが、2024 年 11 月に国際研究集会 PD24 でのポスター発表を

行なった。本発表は査読付き英文プロシーディングス論文として投稿・受理済みである。 

 

[1]“Multimodal shifts in the dark current of silicon photomultipliers” Ryu Kawarasaki, 
Akira Okumura, Kazuhiro Furuta and Hiroyasu Tajima (2025) Accepted for publication in JINST 




